堺市総務局総務部

本市施設における喫煙対策

　本市は、平成10年に「一人ひとりが健やかでいきいきと暮らせるまち」をめざすことを誓い「健康都市・堺」を築くことを宣言し、平成13年には、堺市総合計画「堺21世紀・未来デザイン」において、「生涯にわたる市民の健康づくり」を重点項目に取り入れ「健康都市・堺」の実現をめざしている。

　こうした中、喫煙対策については、「健康さかい21基本計画」で、その推進を定めているが、この度の健康増進法の制定を機に、健康づくりの先進都市として、市の施設では禁煙を基本として、市民と職員の理解のもと協働して受動喫煙の防止を図り、「健康都市・堺」を推進する。

1.基本方針

　　     受動喫煙による市民や職員の健康への影響の防止を図るため、施設の建物内では禁煙を実施する。

2.実施日

　  平成16年4月1日

3.実施対策

　①  喫煙者に対しては、建物外の適所に喫煙場所を指定する。

　②  学校園については、教育上の観点や施設の特性に照らし、敷地内禁煙とする。

　③  同一建物内に民間他の団体等が同居している施設については、当該団体等と充分調整の上、実施する。

　④  その他の対策として、公用車は全車禁煙とする。

4.周知

　①  喫煙対策について、広報紙・ホームページに掲載するほか、各施設においてもピーアールを徹底し、市民の理解を得る。

　②　自治連合協議会・老人クラブ連合会・堺たばこ商業協同組合等関係団体にも周知し、理解を得る。

5.職員（喫煙者）への対応

　   職員に喫煙対策の実施の趣旨について啓発・指導を行い理解を得るとともに、産業医による個別保健指導、禁煙講習会の充実・促進等、禁煙を支援するための対策を講じる。

